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2018年度 第２回 7月 難関大本番レベル記述模試地理 B 採点基準 

 

１ 単答記述問題 

 

① 誤字，脱字，漢字間違いは 0点。 

② 漢字で書くべき用語（例：扇状地）をひらがなで書いてある場合は０点。 

③ 日本の地名（例：茨城県）については漢字で正確に書かれていなければ０点。 

④ 中国・韓国の地名（例：ペキン（北京））については，漢字・カタカナのいずれかで正しく書かれていれ

ば正解とする。 

⑤ その他の地名や地理用語について，スロヴェニア⇔スロベニア，パキスタン⇔パーキスターンといった

カタカナ表記の通念の範囲内での異体に関しては正解と認める。 

 

２ 論述問題                                     

   

以下の設問別加点基準で加点（その他各問題の主旨に適した解答には，適宜加点。ただし，満点は越えない。） 

     ↓ 

以下の共通減点要素で減点 

 

 

共通減点要素 

① 加点要素に関わる誤字脱字および漢字の間違いは１点減点。 

② 字数オーバーは 0点 

③ 明らかに文章の構成が誤っている場合，論理が合わない場合などは１点減点。 

④ 指定語句に下線をつける問題で，下線が引き忘れてある場合は１点減点。 

 

（＊減点しなくていい要素，その他の注意） 

① 加点要素以外で誤った記述があった場合，その部分は０点だが，減点はしない。 

② 文章が未完のものは減点しない。 

③ 以下の基準における加点項目は，内容的に整合性が取れていればよく，字句の順序や表現は必ずしも完

全に一致していなくてもよい。 

 

３ 採点記号 
 
 
 
 
 

１ ＜□□□□＞ 加点ポイント 

２ □□□□× 事実に誤認あり 

３ □□□□？ 文意不明 

４ □□✔□□ 誤字あり／脱字あり 
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４ 設問別加点要素 

１）     部分は必須キーワードであり，この表現がなければ加点しない。その他は同義であれば加

点する。 

２）○○／△△ は「○○でも△△でも可」を意味する。 

 

 

１ 

問 1 各 2点 

１ ユニバーサル横メルカトル（ＵＴＭ） ※「図法」の重複 →△1点 

２ 自然堤防 

３ 後背湿地 

４ 中央構造線（メディアンライン／メジアンライン／ＭＴＬ） 

５ 80  ※「ｍ」の重複 →△1点 

６ 25,000（25000） ※「㎡」の重複 →△1点 

 

問 2 各 2点 

ⅰ ア   ⅱ イ 

 

問 3 2点×2  

 （ｃ），（ｄ） ※順不同 （ ）の有無は不問 

 

問４ 5点 

夏の南東季節風が四国山地を越えて雨雲の発生がしにくい下降気流になる場所であり，農業用水が不足するた

め。 (50字) 

【加点ポイント】 

①（雨をもたらす要因として）季節風が吹く →1点 （夏季・冬季どちらでもよい） 

②（自然環境として）（四国／中国）山地がある →1点 

③ ①が②を越えると下降気流になる                   いずれかで 

  ②が①を遮るので雨が降らない                     2点 

（②があるため）太平洋側／日本海側で雨が降って，瀬戸内側は乾燥する       

④（ため池の用途として）農業用水／農業に使う／稲作／灌漑 →1点 

 

２ 

問1 各2点  

１ 1000（1,000／千） ※「mm」の重複 →△1点 

２ 強制栽培（強制供出／政府管掌栽培） 

３ えび（エビ） 

４ 大陸棚 

５ 自主流通米 

 

問2 2点 ⑥  
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問3 5点 

生乳生産量の急増を指す白い革命は，緑の革命による穀物増産で牛や水牛への飼料供給が改善されて起こった。

(50字) 

【加点ポイント】 

①（白い革命の内容として） 

生乳(牛乳)生産量の増加／生乳供給量の増加／生乳消費量の増加 →2点 

②（①の要因として） 

  緑の革命により→ 穀物が増産→ 飼料が増えた  →3点 

※ 乳牛の品種改良 

酪農協同組合の設立     緑の革命との関連がない要因（いずれかで） 

流通システムの改善 など    →1点 

 

問4 2点 ウ  

問5 2点 ② 

問6 2点 ウ  

問7 2点 エ  

   

３  

問1 2点 ずれる境界（すれ違う境界） 

問2 2点 サンアンドレアス断層 

問3 2点 ヒスパニック 

問4 2点 ク 

問5 2点 シリコンプレーン 

問6 3点 鳥趾状三角州 

問7 2点 Ｆ 

問8 2点(完答) 鉄鉱石：ム 金鉱：ミ 

 

問9 8点 

精錬に必要な大量の電力を低コストの水力発電でまかなうことで，輸入原料から生産したアルミニウムの大半

を輸出に向けている。 (59字) 

【加点ポイント】  

①（アルミニウムの生産／精錬には）大量の電力が必要 →3点 

②（カナダでは）水力発電をする →2点 

③（カナダでは）電力が安価／低コスト →2点 

④ 原料(のボーキサイト)は輸入している →1点 
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４  

問1 各1点 

ａ～ｃ：キ  ｄ：ス 

 

問2 2点 カナート 

問3 1点 ネ 

問4 1点 ホ 

 

問5 5点 

世界の金融センターや交通のハブになることを目指すとともに，観光業などサービス産業の育成を図っている。

(50字) 

【加点ポイント】  

① 金融センター／金融業 →2点 

② 観光業／観光地／リゾート開発／サービス産業 →1点 

③ ハブ空港／交通のハブ →2点 

 

問6 各1点 

Ａ：リ  Ｂ：ラ  Ｃ：ル 

問7 3点 

蒸発量が多いうえ，流入河川から灌漑用水を過度に取水したため。(30字) 

【加点ポイント】  

①流入河川（アムダリア川／／アム川シルダリア川／シル川）から取水した 

流入河川（アムダリア川／アム川／シルダリア川／シル川）からの流入量が減少した  →2点 

②（①の理由として）灌漑用水／綿花栽培／カラクーム運河への導水 →1点 

 

問8 各2点×4 = 8点 

ｉ：イラン  

   ｊ：スンナ（スンニ／スンニ―） ｋ：シーア (ｊｋ完答2点)  ※「派」の重複 →△1点 

   ｌ：クルド   ※「人」の重複 →△1点  

   ｍ：アラブの春  


